
平成２０年（２００８年）１月３０日 町 田 市 議 会 だ よ り No.１６７ （４）

　

佐
々
木
智
子
（
日
本
共
産
党
）

　

�　

一
〇
〇
名
を
超
す
学
童
保

育
ク
ラ
ブ
は
、
安
心
安
全
な
保
育

体
制
を
維
持
で
き
る
よ
う
に
二
施

設
に
分
け
る
な
ど
の
大
規
模
化
解

消
策
を
講
ず
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

子
ど
も
生
活
部
長　

大
規
模
化

解
消
に
向
け
計
画
的
に
進
め
た
い
。

一
小
学
校
区
一
学
童
保
育
ク
ラ
ブ

と
い
う
こ
と
で
全
力
投
球
で
や
っ

て
き
て
、
こ
れ
は
あ
と
一
年
で
全

部
で
き
ま
す
。
大
規
模
解
消
が
先

決
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
今
の

問

時
点
で
二
施
設
を
分
割
し
て
つ
く

る
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

�　

学
校
を
利
用
し
た
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
招
致
イ
ベ
ン
ト
に
、
授
業

を
割
い
て
ま
で
子
ど
も
た
ち
を
動

員
さ
せ
る
こ
と
は
、
公
教
育
の
中

立
性
に
反
す
る
の
で
は
な
い
か
。

　

学
校
教
育
部
長　

教
育
委
員
会

と
し
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
限
ら
ず
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
方
々
を
授
業
に
招
き
、
お
話
を

伺
う
こ
と
は
教
育
的
な
意
味
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

　

谷
沢
和
夫（
民
主
党
・
社
民
ネ
ッ
ト
）

　

�　

つ
く
し
野
は
高
齢
化
率
が

高
い
。
つ
く
し
野
駅
四
丁
目
側
に

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
を
。

　

町
田
副
市
長　

鉄
道
事
業
者
側

に
早
急
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
を

申
し
入
れ
る
と
と
も
に
暫
定
的
な

対
策
に
つ
い
て
も
鉄
道
事
業
者
と

検
討
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

�　

つ
く
し
野
の
桜
並
木
は
開

発
後
四
〇
年
以
上
た
っ
た
今
日
傷

み
が
激
し
い
。
再
整
備
を
。

　

町
田
副
市
長　

ど
の
よ
う
な
整

問問

備
が
よ
い
の
か
、
四
町
会
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
検
討
す
る
と
い
う
考

え
方
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

�　

高
齢
者
な
ど
が
気
軽
に
利

用
で
き
る
つ
く
し
野
地
区
中
規
模

会
館
用
地
（
中
期
経
営
計
画
の
優

先
課
題
）
の
確
保
を
早
急
に
。

　

生
活
文
化
担
当
部
長　

中
規
模

集
会
施
設
は
三
施
設
整
備
す
る
計

画
で
す
が
、
つ
く
し
野
地
区
は
適

当
な
用
地
が
見
つ
か
ら
な
い
現
状

で
す
。
住
民
の
皆
様
の
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
探
し
て
い
ま
す
。

問

　

金
子
ひ
ろ
の
り
（
ま
ち
だ
新
世
紀
）

　

�　

相
原
の
地
域
計
画
に
つ
い

て
。

　

町
田
副
市
長　

都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
相
原
地
区
の
町

づ
く
り
の
目
標
と
し
て
、
豊
か
な

資
源
を
生
か
し
た
良
好
な
生
活
環

境
づ
く
り
と
、
相
原
駅
を
中
心
と

し
た
生
活
核
と
し
て
の
整
備
を
進

め
る
と
い
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

市
民
生
活
の
利
便
性
の
向
上
の
た

め
、
均
衡
あ
る
都
市
づ
く
り
を
進

め
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

　

�　

西
口
広
場
、
三
・
四
・
四

七
号
線
と
三
・
四
・
四
九
号
線
の

進
捗
状
況
は
。

　

建
設
部
長　

西
口
の
街
路
の
整

備
状
況
で
す
が
、
三
・
四
・
四
九

号
線
は
用
地
買
収
の
進
捗
率
が
九

〇
・
七
％
で
、
来
年
度
に
用
地
買

収
が
完
了
と
い
う
状
況
で
す
。
三

・
四
・
四
七
号
線
は
八
七
・
五
％

で
、
平
成
二
〇
年
三
月
い
っ
ぱ
い

の
事
業
認
可
と
い
う
こ
と
で
し
た

が
、
四
年
ほ
ど
延
ば
す
と
い
う
こ

と
で
、
計
画
変
更
す
る
考
え
で
す
。

問

　

高
嶋
均
（
日
本
共
産
党
）

　

�　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

中
止
を
国
に
求
め
る
べ
き
だ
が
。

　

岩
崎
副
市
長　

後
期
高
齢
者
医

療
制
度
を
運
営
す
る
広
域
連
合
の

保
険
者
と
し
て
、
四
月
実
施
に
向

け
準
備
を
進
め
る
と
と
も
に
市
民

へ
の
制
度
等
の
広
報
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　

�　

資
格
証
明
書
の
発
行
に
つ

い
て
は
、
中
止
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
そ
の
対
応
は
。

　

医
療
保
健
担
当
参
事　

資
格
証

問問

明
書
は
広
域
連
合
で
発
行
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
市
と
し
て
は
、

被
保
険
者
の
状
況
を
精
査
し
、
適

切
に
報
告
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

�　

鶴
見
川
流
域
の
浸
水
予
測

に
対
す
る
対
応
策
は
。

　

防
災
対
策
担
当
参
事　

市
民
に

危
険
性
を
事
前
に
認
識
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
作
成
し
市
内
全
世
帯
に
配
付

し
ま
す
。
作
成
後
は
説
明
会
を
開

催
し
、
万
一
の
場
合
、
ど
う
対
応

す
べ
き
か
を
周
知
し
て
い
き
た
い
。

問

大

規

模

学

童

保

育 

ク

ラ

ブ

解

消

策

を

相

原

ま

ち

づ

く

り 

の

協

働

に

つ

い

て 

つ

く

し

野

の

ま

ち 

づ

く

り

に

つ

い

て 

後

期

高

齢

者

医

療 

の

中

止

を

求

め

る

生

涯

教

育

・

社

会 

教

育

に

つ

い

て

　

�　

生
涯
学
習
・
社
会
教
育
に

つ
い
て
、
若
者
を
巻
き
込
ん
だ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
等
、
協
働
に
よ
る

活
動
領
域
拡
大
の
可
能
性
は
模
索

で
き
な
い
か
。

　

生
涯
学
習
部
長　

市
民
大
学
は

基
本
的
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
か

ら
市
民
の
参
加
に
よ
っ
て
つ
く
っ

て
い
く
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
若
者
の
参
加
が
少

な
い
の
も
事
実
で
す
の
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
新
し
い
試
み
の
事
例
に
つ

い
て
は
今
後
参
考
に
し
ま
す
。

問

　

齋
藤
祐
善（
民
主
党
・
社
民
ネ
ッ
ト
）

　

�　

中
期
経
営
計
画
に
お
け
る

「
新
し
い
地
域
通
貨
制
度
」
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
ツ
ー
ル
と

し
て
適
切
な
成
果
目
標
設
定
と
内

容
を
計
画
で
き
て
い
る
の
か
。

　

町
田
副
市
長　

社
会
参
加
な
ど

に
対
す
る
行
政
上
の
ポ
イ
ン
ト
を

反
映
さ
せ
る
仕
組
み
の
一
つ
と
し

て
市
の
施
策
と
商
店
会
連
合
会
等

の
取
り
組
み
の
連
携
を
図
っ
て
い

く
趣
旨
か
ら
中
期
経
営
計
画
で
は

目
標
値
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

問

特

殊

勤

務

手

当

の 

廃

止

案

に

つ

い

て 

　

�　

徘
徊
高
齢
者
家
族
支
援
サ

ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
、
周
知
の
徹
底
を
し
、
将
来

的
に
は
福
祉
に
対
し
て
地
域
で
協

力
で
き
る
体
制
を
研
究
す
る
べ
き

と
考
え
る
。

　

保
健
介
護
推
進
担
当
部
長　

町

田
市
が
実
施
し
て
い
る
徘
徊
高
齢

者
家
族
支
援
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
位

置
情
報
が
わ
か
る
端
末
機
を
携
帯

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
後
、

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
と
ら
え
て
周

知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問

　

戸
塚
正
人（
民
主
党
・
社
民
ネ
ッ
ト
）

　

�　

今
の
病
院
等
を
取
り
巻
く

社
会
状
況
か
ら
考
え
、
医
療
職
に

対
す
る
特
殊
勤
務
手
当
に
つ
い
て

は
残
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。

　

岩
崎
副
市
長　

二
〇
〇
六
年
九

月
か
ら
特
殊
勤
務
手
当
の
見
直
し

の
検
討
を
進
め
、
二
〇
〇
八
年
三

月
の
第
一
回
定
例
会
に
改
正
条
例

案
を
提
出
す
る
予
定
で
す
が
、
町

田
市
民
病
院
に
関
す
る
特
殊
勤
務

手
当
は
予
定
し
て
い
る
改
正
に
は

含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

問

　

殿
村
健
一
（
日
本
共
産
党
）

　

�　

市
民
の
命
を
守
る
市
民
病

院
へ
、
医
師
の
増
員
や
救
急
体
制

を
充
実
す
べ
き
。
「
地
方
公
営
企

業
法
全
部
適
用
」
中
止
の
考
え
は
。

　

市
民
病
院
事
務
長　

二
次
救
急

体
制
の
充
実
の
た
め
今
後
と
も
必

要
な
人
材
の
確
保
に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
全
部
適
用
へ
の
移
行

に
よ
り
事
業
を
継
続
的
、
安
定
的

に
運
営
で
き
る
点
は
市
民
に
と
り

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

�　

本
町
田
小
児
童
の
通
学
安

問問

全
へ
、
都
計
道
三
・
三
・
三
六
号

線
交
差
点
に
、
歩
車
分
離
式
信
号

を
設
置
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

学
校
教
育
部
長　

昨
年
の
警
察

署
の
回
答
で
は
、
歩
行
者
分
離
式

信
号
の
開
通
前
で
の
設
置
は
な
く
、

通
常
の
信
号
を
運
用
し
状
況
を
確

認
し
て
か
ら
の
対
応
に
な
る
、
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

�　

市
長
の
政
治
資
金
パ
ー
テ

ィ
ー
事
件
の
真
相
明
か
す
べ
き
。

　

市
長　

真
摯
な
反
省
に
立
っ
て

市
長
の
職
を
担
っ
て
い
き
ま
す
。

問

市

民

の

命

を

守

る 

公

立

市

民

病

院

へ

南

町

田

駅

バ

ス 

路

線

遅

れ

を

問

う 

持
管
理
し
て
い
た
だ
く
団
体
と
の

調
整
が
必
要
で
あ
り
、
既
存
の
ば

ら
広
場
も
あ
わ
せ
て
検
討
し
た
い
。

　

�　

南
町
田
駅
か
ら
町
田
駅
を

結
ぶ
バ
ス
路
線
開
設
の
遅
れ
を
問

う
。

　

町
田
副
市
長　

熊
野
神
社
付
近

の
道
路
幅
員
が
狭
い
た
め
、
大
型

車
の
交
通
規
制
が
か
か
っ
て
い
ま

す
。
関
係
す
る
警
視
庁
、
神
奈
川

中
央
交
通
と
調
整
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
、
で
き
る
だ
け
早
い
実
現
に

向
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問

　

お
さ
む
ら
敏
明
（
自
由
民
主
党
）

　

�　

公
益
法
人
制
度
改
革
関
連

法
が
公
布
さ
れ
た
。
体
育
協
会
を

法
人
化
し
、
自
主
的
、
自
立
的
な

運
営
を
求
め
て
は
い
か
が
か
。

　

生
涯
学
習
部
長　

責
任
を
負
っ

て
事
業
を
推
進
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
で
あ
れ
ば
、
法
人
化
は
望
ま

し
い
の
で
協
力
し
て
い
き
た
い
。

　

�　

野
津
田
公
園
、
南
入
り
口

周
辺
に
、
上
の
原
ば
ら
広
場
（
仮

称
）
の
整
備
を
求
め
る
。

　

環
境
・
産
業
部
長　

整
備
、
維

問問

　

三
遊
亭
ら
ん
丈（
ま
ち
だ
新
世
紀
）

　

�　

町
田
市
職
員
は
勤
務
条
件

法
定
主
義
で
も
、
生
産
性
い
か
ん

を
当
該
職
員
所
得
に
反
映
さ
せ
る

べ
き
と
考
え
る
が
市
の
所
見
は
。

　

市
長　

本
来
は
、
職
員
の
評
価

を
人
事
考
課
の
中
で
給
与
等
の
実

額
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

�　

球
切
れ
し
た
街
路
灯
を
発

見
し
た
市
民
が
簡
便
に
担
当
部
署

に
連
絡
で
き
る
よ
う
に
、
連
絡
先

の
周
知
徹
底
を
。

問問

　

建
設
部
長　

暮
ら
し
の
ガ
イ
ド

の
中
に
街
路
灯
情
報
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
に
修

正
を
す
る
と
と
も
に
街
路
灯
管
理

シ
ス
テ
ム
の
案
内
も
わ
か
り
や
す

く
し
ま
す
。

　

�　

ス
ズ
メ
バ
チ
対
策
を
Ｈ
Ｐ

等
で
よ
り
充
実
さ
せ
て
は
ど
う
か
。

　

環
境
・
産
業
部
長　

広
報
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
所
有
地
の
日
常
的

な
管
理
の
お
願
い
な
ど
を
し
て
い

ま
す
。
今
後
は
捕
獲
の
方
法
な
ど

に
つ
い
て
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問

町

田

市

職

員

の

生 

産

性

に

つ

い

て

！ 

まちだ市民大学ＨＡＴＳ

本町田小学校そばの交差点

　

中
山
勝
子
（
自
由
民
主
党
）

　

�　

健
康
増
進
法
で
定
め
ら
れ

て
い
る
自
治
体
の
義
務
を
ど
の
よ

う
に
果
た
す
の
か
。

　

清
掃
事
業
部
長　

五
月
に
関
係

課
長
か
ら
な
る
幹
事
会
を
立
ち
上

げ
二
回
の
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、

一
一
月
に
は
関
係
部
長
に
よ
る
検

討
会
を
実
施
し
進
め
て
い
ま
す
。

　

�　

条
例
制
定
は
い
つ
ご
ろ
か
。

　

岩
崎
副
市
長　

二
〇
〇
八
年
度

中
の
早
い
時
期
に
と
考
え
て
い
ま

す
。 問問

　

�　

東
京
都
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
支
援
事
業
や
、
ひ
と
り
親
家
庭

支
援
事
業
等
の
補
助
率
変
更
や
廃

止
等
の
見
直
し
が
提
案
さ
れ
て
い

る
が
、
ど
う
対
処
さ
れ
る
か
。

　

岩
崎
副
市
長　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、
都
の

予
算
に
対
す
る
都
市
長
会
の
要
望

で
補
助
の
堅
持
と
充
実
を
求
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ひ
と
り
親
家
庭

包
括
補
助
事
業
は
、
よ
り
効
果
的

で
使
い
や
す
い
事
業
と
な
る
よ
う

都
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

問

路

上

喫

煙

対

策 

の

条

例

制

定

を 


